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「時分の花」を咲かせよう
～差別解消の主体者を育てる部落史学習を求めて～

岡山県備前市立備前中学校 藤田 孝志さん

１．はじめに

おはようございます。最初に２つほどお願いして私の話を進めさせていただこうと思っていま

す。その１点は，私は研究者ではありません。学者でもありません。皆さんと同く中学校の教員

をしています。ですから，肩書きとかでお話をさせていただくのではないので，気持ちを楽にし

て話を聞いていただければと思います。もう１点は，一応レジュメは用意してきたんですけれど

も，このレジュメについてすべてを話すには時間がありません。それに，昨夜，佐賀市の事務局

の方と話をしておりまして，先生方に授業実践を，特にどのように授業をしていったらいいのか，

そのあたりの話をしていただきたいと言うことでしたので，レジュメ通りには話はしません。私

の話や説明をしっかり聞いていただければと思います。

まず，私もずっと１０数年間社会科の教員として歴史の授業をしてきました。その中で必ず「江

戸時代の身分制度」あるいは「水平社」，「解放令」などの授業をしてきました。教師になりた

ての頃，やはり私も「近世政治起源説」とよばれている考え方に立って，今のように部落史につ

いて，たくさんの書物もない中で，先輩たちのやってこられた授業マニュアルをパターンのよう

に授業実践をしてきたことがあります。そして，部落の子が，私が説明をする身分制度の授業を

聞き，下を向き，泣いたこともありました。私自身，何か心に引っかかるものを持ちながら実践

をしてきました。そのような日々の中で「部落の歴史は本当はどうなんだろうか。」と考えるき

っかけを与えてくれたのが，２人の部落のじいちゃんとばあちゃんでした。おばあちゃんは，私

が識字学級で部落の歴史について語っていた時，ふいに目からポロポロと涙をこぼしながらレジ

ュメに書いてあることを言われたのです。すごい衝撃でした。私は従来の説にしたがって，江戸

幕府が悪いんだ，権力者が悪いんだ，あるいは明治政府が悪いんだ。そして今は差別を許さない

時代が来たんだと，従来の部落史観に立ってある程度の自負心を持って語っていました。その時

に，おばあさんはこう言われたんです。「先生は，江戸幕府や明治政府が悪いって言う。でも私

が差別を受けたのは隣の村の人や小学校で席を並べている隣の男の子からや。その子らに責任は

ないんか。なんでその子らは私を差別するんや。」と，自分の体験からの問いを私に投げかけた

んです。私自身，このことをきっかけに，十数年の間，部落史を自分なりに研究してまいりまし

た。そして，実際に試行錯誤しながら授業を実践してきました。その話を先生方にこれからさせ

ていただこうと思います。

２．教師の姿勢と視点を問う

レジュメの２ページの方から進めていきます。そこにある「教師の姿勢と視点を問う」という

テーマで，これからいくつか話をさせていただきます。部落史学習をするうえにおいて，その目

的を明確に教師が自覚し，そしてその目的をどこに置いているか，そのことをしっかりと教師自

身が感じているか，ということこそが，私はすごく問題であり，大切なことだと思っています。

＜従来の部落史学習は被差別民の説明に終始する学習ではなかったか＞

このことを提起したいと思います。「えた・ひにんと呼ばれていた。」これは呼称です。呼び

方です。「刑の執行や死体の片付け，あるいは死牛馬処理など，人の嫌がる仕事をさせられてい

た。」これは役割です。そして「えた身分の人々は百姓や町人の不平不満をそらすために，士農

工商の最下層に置かれ貧しい生活を強いられていた。」これは支配の仕組みです。教科書にはこ

のように書かれています。これは，たとえば「享保の改革」を説明すると同じく，被差別部落を

説明するだけのことなんです。

ここで私が皆さんに話したいのは，差別というのは関係性の中で生まれてくるということです。



このことをしっかりとつかんでおいてほしいと思います。つまり，部落のあるいは被差別身分の

人々に対して，部落でない人間が，部落を差別する。例えば，露の新治さんが使う言葉に差別す

る者という意味で「加差別者」という言い方をします。差別を受ける者は「被差別者」ですね。

差別というのはどちらか一方だけが存在している時には起こりえません。必ず差別というのは，

部落外あるいは「加差別者」と部落あるいは「被差別者」，この間に差別が存在するわけです。

ですから差別というものを関係性の中で捉えることが非常に大切だと思います。

では，教科書記述はどうでしょうか。

今までの私たちの授業は，そして教科書は，「部落を説明すること」だけだったと思います。部

落をいくら説明しても部落差別はなくなりません。では，私はどの立場に立って授業実践をして

きたか。演題に掲げさせてもらいましたように，私は部落差別をなくす立場に立って，今日まで

授業実践，あるいは部落解放に取り組んできました。つまりいくら部落のことがわかっても，さ

らに敢えて言いますが，部落の起源がはっきりわかっても部落差別はなくなりません。ですから

私は，部落の起源については授業で語りません。なぜ語らないのか。わからないからです。わか

らないことを語ることはできないし，部落の起源がはっきりしたからといっても部落差別がなく

なるわけではありませんから語りません。例えば住民意識調査がありますよね。私も住民意識調

査に関わったことがありますが，まず一番最初に出てくるのが，「部落の起源は。」という問い

ですね。答えには近世政治起源説があり，職業起源説があり，人種起源説がある。その中で近世

政治起源説を選ぶと正解とする。そして，その正解の割合が６割だった，あるいは７割だったと，

その割合に一喜一憂しているのが，今までの住民意識調査の分析結果でした。これ自体がナンセ

ンスです。部落の起源がわかっても部落差別はなくなりません。なぜなら差別というのは部落と

部落外との関係性の中に存在し，部落外の人間が部落の人間を差別する意識が生み出すのが部落

差別だからです。部落のことや部落の歴史について正しいたくさんの知識を手に入れたとしても，

そして子どもたちにたくさんの知識を教えても部落差別はなくなりません。それどころか授業の

後，知識だけでを受けとめた子どもたちの中に，劣った者の代名詞として部落を捉えてしまう者

たちが生まれる危険性があります。宿題のできる者が「武士」，宿題のできない者は「えた」，

あるいは一生懸命掃除をしている者を見て「お前まるで『えた』のようだな」，こういう差別発

言が起こるのは当然です。なぜなら，われわれは，江戸時代の価値観や社会の認識をただ伝えて

いるだけだからです。そこで大切なのは部落史をただ教えるだけでなくて，差別の不合理性，つ

まり差別とはどれだけ人を苦しめ悲しめるものか，そのことを語るあるいは教えることを怠って

きたからです。なによりも過去の価値観で，あるいは過去の歴史観で今も人を差別している現在

の部落差別の実態を問題としながら，このような歴史的事実が正しいのか正しくないのかを問う

授業実践が行われていなかったのではないでしょうか。

私は先日，鳥取の２つの中学校に講演に行きました。私を呼んだ中学校では，ここ数年，差別

発言や差別落書きが起こり，大きな問題となっていました。講演を終えた後に，社会科の先生あ

るいは同和教育担当の先生たちと懇親会を持ちました。その席上，私は次のように聞きました。

「先生どんな授業されていましたか。」「正しい知識を一生懸命教えてきました。」

ここなんです。先生方は一生懸命なんです。正しい知識を教えようと。でも教えただけなんです。

しかも教えたのは部落のことを教えただけなんです。教科書に従いながら内容を深めようと，ど

んなに史料を集めても，部落のことを教えるだけであって，差別している側の眼差しや視線につ

いては語っていないんです。まず，このことを提起しておきたいと思います。

３．生業と役負担

次に被差別民（被差別身分の人々）の仕事をどのように認識していたかという問題について提

起したいと思います。このことは，特に小学校の先生にぜひお願いしたいんですけれども，小学

校の教科書記述の中では「仕事」ということで被差別民の生活実態について書いてあります。し

かし，江戸時代では「仕事」は大きく分けて２つあるんです。ひとつは「生業」，これはご飯を

食べるための仕事なんです。もうひとつは「役負担」です。これは身分固有の役で，必ずしもこ

の役負担をすることによって収入を得てご飯を食べているわけではないのです。しかし，仕事な

んです。この違いを小学校の６年生の社会科の授業でもきちんと教えてほしいのです。というの



は，これも私のところに相談があった学校なんですけれども，その先生が授業された後，子ども

が次のように質問したそうです。「先生，江戸時代の差別されていた人たちは，牛や馬を殺して，

死んだ牛や馬を処理して生活しとったん。それが仕事やったん。」と。子どもたちのイメージの

中には，江戸時代の被差別身分の人々は死んだ牛や馬を処理し，皮をはいで，そして，その収入

でご飯を食べている。あるいは，死体の取り片付けをして，お金をもらって生活をしている。そ

ういうイメージを子どもたちは持ってしまうわけです。決してそうではないんです。このあたり

について少し話をしますと，例えば，「江戸時代の被差別身分の人々は農業をしていない。」「生

活は貧しく苦しく，悲惨であった。」という考え方が随分長く言われてきました。しかし，江戸

時代の被差別身分の生活基盤は約８割ぐらいが農業です。ですから皮革を扱う職業によって生計

をなしていた被差別身分の村というのは非常に特定されいるわけです。具体的に申し上げます。

岡山県の被差別身分の村では，皮革業はほとんど行われていません。確かに死牛馬の処理は役目

として命じられます。ですから，死牛馬は処理しますし，皮も剥ぎます。その皮をどうするかと

いうと樽の中に塩漬けにして，大阪の渡辺村あるいは兵庫の高木村に送ります。岡山では皮革業

や太鼓づくりはしていません。当時の古文書を読みますと，竹細工は女や子どもの仕事だと書い

てあります。ですから，主なる生産基盤は農業なんですね。

４．社会に役立つ仕事は必ずしも尊敬される仕事ではない

次にレジュメに「社会に役立つ仕事は必ずしも尊敬される仕事ではありません」と書きました。

今から１５年くらい前でしょうか。福岡の松崎さんという方が，「マイナスイメージを子どもた

ちに与えるのではなく，プラスのイメージを子どもたちに与えよう。」という提案をされました。

部落のしたたかさ，部落のたくましさを語っていこうと，ところが私は逆にそのことが子どもた

ちの中にマイナスイメージを固定化させていったのではないかと思っているわけです。

２つ話をします。１つは，確かに中世の河原者の素晴らしい石庭づくりの技術やあるいは世阿

弥や観阿弥の芸能の素晴らしさなど，日本文化を形成してきた被差別民の方たちの文化的な側面

がプラスのイメージとしてあります。そうした史実を語ることによって，例えば死牛馬処理をさ

せられていた，あるいは死体の取り片付けや山番など様々な役負担，それに伴うマイナスイメー

ジを消すことができる。部落が悲惨であり貧しい生活をしていた，このマイナスイメージを消す

ことができるんだ。こうした発想から，プラスの史実を子どもたちに語っていきました。全国的

にも，このような授業実践がたくさん行われていきました。今も行われているのではないでしょ

うか。

マイナスを消すためにプラスを持ってくる。プラス・マイナス＝ゼロは数学の式でしかない。

人間の心理はそれほど単純なものではないのです。つまり，いくらマイナスのイメージを消すた

めにプラスの材料を持って授業実践に臨んでも子どもたちの心には何が残るでしょうか。「そん

な素晴らしい仕事していても，彼らは差別されたんやろ。死牛馬処理をさせられたんやろう。」

子どもたちの心の中には，プラス面もマイナス面も両方が共存して存在するわけです。プラスの

イメージをいくら授業で語ってもマイナスのイメージは消えません。人間の心理はそんな単純な

ものではありません。そして子どもたちは問います。「先生，社会に役立つ仕事をしているのに，

なんで彼らは差別されたん。」先生方，答えられますか。私はこのような質問を投げかけてきた

子どもたちに対して，「社会に役立つ仕事は，必ずしも尊敬される仕事ではない」と言います。

社会に役立つ仕事や人に尊敬される仕事というのは，現代のわれわれの価値観なんです。江戸

時代の価値観ではないのです。現代の価値観で江戸時代のことを解釈すべきではないと考えます。

江戸時代は差別が当然の社会であり，差別が義務化されていた時代です。そういう時代において，

職業の貴賤は当然のことだったのです。職業の貴賤がないのは現代の価値観なのです。現代の価

値観を無理矢理に江戸時代にあてはめて説明するから，子どもたちは「社会に役立つ仕事をして

いるにも関わらず，何で彼らは差別されたん。」となるのです。

皆さん「土壇場」という言葉をご存知でしょうか。土壇場というのは，例えば「あいつは土壇

場になって裏切った」というように悪い表現で使いますけど，本来の意味はぎりぎりの場所とい

う意味なのです。土壇場の語源は，首切り場です。処刑場のことです。罪人を処刑の場所に引っ



張ってきます。処刑の場のことを土壇場というのです。命のぎりぎりの場所です。首を切り落と

される場所です。首を切り落とす罪人を押えたり，あるいは死体を処理する仕事は，えた身分の

者やひにん身分の者がさせられました。江戸時代において，そうした仕事は社会に必要不可欠な

仕事なのです。誰がしたいと思いますか。誰もしたくないですよ，そういう誰もしたくない仕事

は当然のこととして被差別身分に役目として押し付けていく，なぜなら，それが当然の時代だか

らです。問うべきは，それを当然の価値観としてきた江戸時代の社会の価値観自体を問うべきな

のです。そのような社会をどのように思うかと問うことで，マイナスイメージ自体が問い直され

ていくのです。

５．隠されてきた竹筬
たけおさ

竹筬づくりの話をします。レジュメに「隠されてきた竹筬」と書いています。皆さん，「筬」
たけおさ たけおさ おさ

というのはどういうものであるかご存じでしょうか。

「筬」について説明します。綿織物，絹織物の織る機械，それを織機といいます。その織機の
おさ しょっき

心臓部を筬と呼んでいます。４０ｃｍくらいの枠があります。その枠の中に竹を薄く，しかも真

っ直ぐに切っていきます。薄く薄く切ります。そしてそれを並べていきます。これを筬と呼びま
おさ

す。わずか４０ｃｍです。この中に何本の筬を並べるのでしょうか。だいたい４００本から９０

０本並べます。このことを考えたらどれだけ薄いか，おわかりだろうと思います。そしてそこま

で薄くする技術も相当なものです。しかも，ものすごく高価なものです。この技術を持っている

者は，自分がこれを作ったというプライドと修理をお願いしたい場合に誰にお願いしたらいいの

かということで，必ず製品に自分の名前を刻むんです。それほどのものです。この竹筬の精度に

よって織る布の価値が決まる。それほど大切なものです。この筬づくりは，部落の産業なんです。
おさ

江戸時代から続く竹細工，その竹細工の一つです。でも，非常に大切な仕事なのです。この会場

に社会科の先生もたくさんおられると思うのですが，日本が明治期に産業を発展させていきます

が，その基盤となったものは何ですか。それは生糸であり，絹織物であり，綿織物です。要する

に織物工業ですね。日本は明治以後，これらの織物産業によって，外国との貿易で資本を蓄積し，

資本主義を発展させていくわけです。第１次産業革命までの明治初年の経済を支えたのは，この

部落の技術なのです。このことを社会科の授業では語りません。教科書にも出てきません。しか

し，この部落の素晴らしい技術がなかったら，日本の明治以後の近代化や経済の発展はできたで

しょうか。でも，この筬づくりは隠されてきたのです。なぜ隠されてきたのか。筬を作っている
おさ おさ

家は部落だからです。関東の，例えば栃木の足利，群馬の桐生，東京の八王子など織物業の産地

の隣には部落がありました。その部落が作った筬によって関東の織物業は発展していったのです。
おさ

しかし，そうした関東の部落では，この筬づくりは隠されてきたのです。なぜでしょう。部落差
おさ

別があったからです。社会にどれだけ役立つ仕事，日本の近代化を支えた仕事も差別という名の

もとに隠されてきた。隠さざるをえなかった。これが差別です。自分を語れない。誇りうる自分

たちを語れない。狭山事件の石川さんがおられます。石川さんの親類もこの筬づくりをしていま
おさ

した。

６．「ひとごと」としてではなく「わがこと」として受け止めていたか。

次に「ひとごととしてではなくわがごととして受け止めていたか」という話をさせていただき

ます。先ほど差別の関係性という話をしました。今までのわれわれの同和教育・部落問題学習と

いうのは，どちらの方向を見て授業をしてきたのでしょうか。われわれは部落を見つめ授業をし

てきたのです。しかし，ここで問うべきは，部落がどうであるかではないのです。部落を見てい

る私たちがどうなのかを問わなければならないのです。部落問題とは部落の方の問題ではないの

です。部落問題とは部落を見ているわれわれの問題なのです。その視点とその立場で同和教育を，

あるいは授業実践をおこなってきたでしょうか。中世においてケガレに基づく被差別民の生活実

態を授業で話をするのは難しいとよく聞きます。

授業実践の話をします。『中世の河原者 又四郎の生き方』という私の授業実践を紹介します。



中世，室町時代の話です。又四郎という人物，どういう人物かというと，善阿弥の孫なんですね。

善阿弥とはどういう人物か。善阿弥とは，室町時代，庭園づくりをやっていた山水河原者の中で

日本一であると折紙をつけられた人物です。この善阿弥が病気になった時，将軍足利義政が直接

に薬を届けます。治った時には直接に義政のところに行ってお礼を申し上げる。そのような間柄

です。しかし，彼は河原者という被差別民です。金閣の庭園，竜安寺の石庭，これらは善阿弥の

弟子が作り上げたものだそうです。善阿弥の「阿弥」ですが，この「阿弥」という呼称は，世阿

弥も観阿弥もそうですが，よく中世の被差別民につけられる名前です。「阿弥」とは何でしょう

か。「阿弥」とは，時宗の僧侶のランクの中で一番下の者の呼称です。彼らのすごいところをも

うひとつ話をしておきましょう。彼らの一派に同胞宗というグループがいます。彼らはどうい
どうほうしゅう

う仕事をしていたかというと，今テレビで「何でも鑑定団」というのがありますけれど，その何

でも鑑定団の中世版と考えてください。当時，中国や朝鮮との貿易によって，陶磁器や書画など

の工芸品が輸入されてきます。その鑑定をしていたのがこの人たちなのです。当然，守護大名や

戦国大名にもかわいがられます。必要とされます。しかし，彼らは被差別民でした。

この善阿弥の孫である又四郎は，相国寺の周 麟という住職のもとに毎日といっていいほど，
しゅうりん

訪れます。そして，お坊さんに語りかけます。懐から書物を取り出して「この書物のこの字が読

めないんですけど，教えてください。」「この解釈がよくわかりません。教えてください。」周麟

は又四郎にいろいろと教えるんですね。そういう毎日を過ごしている中，ある日のこと，又四郎

が周麟こう言うんです。今，お話しているのは，周麟さんが日記を書き残していました。その日

記に書いてあるわけです。又四郎が何を周麟に話したのか。次のように胸の内を語るのです。

「 某 ，一心に屠家に生まれしを悲しみとす。故に物の命は誓うてこれを絶たず。また財宝は，
それがし と か

心してこれを貪らず。」

まず，「屠家」とは何でしょうか。屠殺の屠でわかりますね。つまり，えた身分と同じという

ことです。このことは何を意味しているでしょうか。当時の人々は，又四郎たちをどう見ていた

でしょうか。「あいつらは動物を殺し，動物の皮をはぐ奴らだ。」というように見ていたのです。

当時の河原者は乞食と同じでした。ですから，人の物を奪ったり，落ちている物を拾って生活す

る者たちだと蔑まれていたわけです。そのような蔑みの眼差しを又四郎たちは受けていたんです。

これに対して又四郎は毅然として言うわけです。「私は屠家に生まれた，えた身分に生まれた。

そのことがとても悲しい，本当につらい。だからこそ，私は決して動物や人間の生命は大切にし

ます。そして絶対に人の物を取ったりはしません。」ということを又四郎は周麟に語るわけです。

それを聞いた周麟は一言書き残しています「又四郎こそ人なり」つまり「又四郎こそ人間だ」と。

この史実を教材として使って私は差別の関係性という授業をしています。誰が又四郎を悲しめて

いるのか。誰が又四郎をそのように見ているのか。なぜ又四郎は悲しむのか。誰によって悲しめ

られているのか。という視点に立って授業展開をします。部落のとうちゃん，かあちゃんが言い

ます。「先生，何で俺ら部落に生まれたんや。」今もそうです。

昨年小豆島のある部落に講演に呼ばれました。まだ時間が早かったので，会場の隣保館で，壁

に掛かっている子どもたちの絵などを眺めていました。小学校の５年生くらいの女の子が私の方

に近づいてきました。そして，こう言うんです。「おっちゃん，何しに来た。話をしに来たんか。

何の話や。差別の話やろ。」私が「そうだよ。」と言うと，一瞬顔を曇らせてこう言いました。「お

っちゃん，私も大きくなったら差別を受けるかな。」と。私は，はっとしながらも，こう言いま

した。「そうかもしれへんな。そのとき，お前はどうすんねん。」その女の子は「大丈夫や。お

っちゃん。私には仲間がおるもん。友達がおるもん。」そこで，「この地区の中だけで生活する

のはええよ。小学校は，同じ地区の子いっぱいいるからええよ。中学校行ったらもっともっと他

の子いっぱい来るで，大学行ったら知らないところからもっといっぱい来るで，どないすんねん。」

と，私は尋ねました。すると，その子はね。「大丈夫や，おっちゃん。私，友達作るもん，仲間

作るもん，仲間作ってみんなと差別なくしていくねん。」このように語ってくれました。

そのあどけない女の子が心に受けとめている「私，部落に生まれているから，部落の子やから，



大きくなったら差別を受け続けるんかな。」という思いと，５００年前の又四郎の思いとは同じ

なんです。誰がそうさせているのですか。５００年前の又四郎から現代まで，確かにその時々で，

その時代時代で差別の形態は変わってきています。差別のあらわれ方も変わってきています。私

は，これを「差別の表出形態」と名づけているのですが，差別のあらわれ方は確かに時代時代に

よって違います。しかし，今も部落の方々が感じ，この女の子が感じている「つらい」という思

い，その思いと又四郎が「悲しい」と思った気持ちというのは，根本においてまったく変わらな

い。５００年間，何ひとつとして変わっていない。差別意識は変わっていないのです。何で変わ

らないんですか。それは，われわれの今までの同和教育や部落史学習が，部落の，あるいは差別

の実態ばかりを取り上げて，部落差別の現状ばかりを語り，その底流に流れている部落を差別的

に見ていた，あるいはそう見させていたわれわれの意識，差別意識を問わなかったからではない

でしょぅか。底流に流れる思いは，又四郎が感じた思いは，５００年経ってもまだ変わっていな

いということです。先ほど話をした小豆島の女の子なんですけれども，彼女はお母さんの結婚と

ともに大阪に行きます。しかし離婚してお母さんに連れられて，戻ってきた。周囲の子どもから

いじめられてずっと不登校だったんです。学校に行けなかった。それを小豆島の私の仲間が，一

生懸命に関わって，ようやく自分で殻を破って学校に来るようになった。そういう取り組みを頑

張ってやった仲間がいます。この仲間の実践もこの本の中に載っています。もし良かったら読ん

でみてください。

７ 教師こそが加差別者の自覚を持つべきだ

時間があまりないんで，③の「教師こそが加差別者の自覚を持つべきだ」という話をしておき

ます。レジュメに村上春樹のことを載せています。小説家の村上春樹をご存知だと思います。彼

がエッセイを書いています。新潮社文庫に『村上朝日堂はいかに鍛えられたか』という彼のエッ

セイ集があるんです。その本の一番最後に書かれているエッセイをこれから紹介します。私はこ

のエッセイをもとにＰＴＡの同和教育研修会をやっています。

被差別者の思いについてはいろいろな本に書かれています。しかし，加差別者の思いについて

書かれた本はありません。村上春樹のエッセイは，自分が差別したことを書いています。彼は兵

庫県の生まれです。兵庫県の高校に行きました。ある日のこと，友達が話している中に聞いたこ

とのない言葉が耳に飛び込んできた。その聞いたことのない言葉を黒板に何気なしに書いた。ク

ラスの女の子が教室に入ってきた。黒板の文字を見るなりワーッと泣き出して教室を飛び出して

行った。その日からクラスメイトは村上春樹に対してよそよそしくなり，クラスの大半の女の子

はものを言わなくなった。「何でや。俺，何したんや。」彼はまったくわからない。ある日のこ

と，２人の女の子が村上春樹のもとにやってきます。「あれ書いたの，村上君，あんたか。」「そ

うだけど。」「あんた，あれどういう意味かわかっているの。」「知らん。」そして，その２人の女

の子は村上春樹に兵庫県の被差別部落の話をずっとしていくわけです。彼が黒板に書いたのは，

その女の子が暮らす兵庫県の被差別部落の名前だったんです。しかも俗称だったんですね。彼は

このエッセイの中で書いています。「私は同和教育を受けたことがない，部落のことについても

何も知らなかった。」そして，こう書いています。「その時の僕にはそんなことで人が人を差別

するという事実がよく飲み込めなかったからだ。でも，ただそれだけではない。僕にとってそれ

よりももっともショッキングだったのは，この世界では人は誰でも無自覚の内に誰かに対する無

意識の加害者になりうるのだという，残酷で冷厳な事実だった。僕は今でも一人の作家として，

そのことを深く深く怯えている。」とエッセイは結んでいます。このエッセイを教材にして，私

はＰＴＡの同和教育の研修会をやります。テーマは何でしょうか。テーマは「寝た子を起こすな」

です。人間というのは知らなかったらいいんだ。わからなかったらいいんだ。そうではない。

われわれは授業を終えた後に，生徒に言います。「差別はいけんよ」「差別したらいかんで」

子どもたちも感想を書きます。「差別がいけないということがよくわかりました。」「僕は差別し

ません。」でも，差別は起こってます。差別発言は起こります。なぜでしょうか。私たちは差別

がいけないというのは，自分の問題だから言えるんです。しかし，私は差別しませんとは言って

も，それは私がしないのであって，他の人が差別しようがしまいが関係ないという立場です。そ

して，何を差別と見なすかはその人の個人的判断で終わってしまうんです。



私は差別はいけませんという授業はしません。子どもにも決して語りません。差別はいけませ

んではなく，「差別を僕といっしょになくしていこうや。」と言います。差別をなくす主体者を

育てるのが私の立場だからです。

８ 被差別の立場とは。

よく「被差別の立場」と言います。さて，「被差別の立場」とは何でしょうか。部落の方の思

いを感じる。差別の厳しさを感じる。それを「被差別の立場」と言ってきました。われわれ教師

は，部落と部落外の関係性の中のどこに立ってきたでしょうか。われわれはここ（部落の外）に

立っている。そして客観的に部落を見，加差別者を見る。われわれはこの位置に立っています。

もちろん部落の人間になることはできないし，そんなことを部落の人間は求めてもいません。よ

く踏まれた者でないと足の痛さはわからんと言います。それはどういう意味かと，被差別の立場

に立つことは自分にはできないのかと悩んだことがあります。ある時，気がつきました。その言

葉は，お前たちはここ（部落外）に立っている。確かに差別はしていない，でも，その立場はた

だ客観的に見ているだけじゃないかという意味だとわかったのです。他人事への批判の言葉なの

です。ここに立って両方を平等に見て，どの子も平等に，というわれわれ教師の悪しき弊害が，

この場で生まれてくるのではないでしょうか。

では，「被差別の立場」に立つとはどういうことでしょうか。先ほどからずっと私が言ってき

ています。「被差別の立場」に立つということは部落を見つめることではないんです。「被差別

の立場」に立つということは＜差別と闘う位置＞に立つこと，つまりわれわれはここに立つこと

はできるんです。部落の人間そのものになることはできない。でも，部落の方に向けられるこの

差別の眼差し，差別の視線に対して真正面から受け止めて，そしてその差別と闘っていく立場に

立つことはできるんです。私はこれを「被差別の立場」だと思っています。差別をなくしていく

主体者に自分がなった時，その立場こそが「被差別の立場」ではないでしょうか。

私が『水平社宣言』の授業をおこなう場合，『水平社宣言』の生命として子どもたちに語って

いくのは，「えたであることを誇りうる時がきた」この一文です。しかも，「えた」「誇り」とい
、、 、、

う言葉は，水平社宣言の中で２回使われます。一つは「えたであることを誇りうる時がきた」と

いうこと，もう一つは「誇りうるえたの血は涸れずにあった」というところです。この２つの文
、、 、、

から何がわかるでしょうか。彼らは言っています。「差別を受けてきた自分たちだからこそ，ほ

んとうの意味で人間はいたわるのではなく，尊敬することで人間に光ある社会を作っていけるん

だ」と，これが水平社宣言の生命です。つまり差別と闘う，差別をなくしていくことが，自分自

身が人間として光ある社会の一員となるんだ。部落解放は部落の人を救うためにあるのではない。

部落差別をなくすということは，すなわち部落解放ということは人間解放だと私は思います。自

分の生き方を，そして自分のこだわりを解き放っていくことが，私は大事だと思うのです。

９ 史実を特定の概念で考察するのではなく

「史実を特定の概念で考察するのではなく」について少し話をします。レジュメに古文書から

の史料も載せているのですけれど，この説明を少ししておきたいと思います。聞くところによる

と佐賀市でも部落史の教材集を作るんだということで研究が進められているそうですね。そこで

いくつか史料を使った授業実践をおこなう場合の視点について話をしておきます。

そこに並べている史料の原文は愛媛県の史料です。愛媛県の大洲藩の史料です。どういう史料

か。有名な江戸時代の差別法令に大洲藩の差別法令があります。「胸に五寸四方の皮をつけよ」
お お ず

と命じる法令です。聞いたことがあると思うんですけれども，その原文がレジュメに載せている

この史料です。愛媛の伊予三島市に講演を頼まれて話をしました。講演が終わった後，教育委員

会の方が私のところに来られて，愛媛県では地元史料ということで，この大洲藩の「五寸四方の

皮を胸につけよ」という史料を使って授業をしています。どんな授業をしているのですか。とい

うことで指導案を見せていただいて，「先生どう思われますか。」と私に尋ねられました。私は

即座に言いました。「やめましょう。」どんな授業かといいますと，江戸時代の身分制度の授業



で，「胸に五寸四方の毛皮をつけなさいと命じるような，こんなにもひどい差別を受けてたんで

すよ。」という授業でした。この授業のねらいは，不合理な差別の厳しさを教えて，差別はいか

にひどいことかをわからせて，だから差別はやめましょうというものでした。

私がやめましょうと言った理由は２つあります。一つは，史料の解釈がまったくダメだからで

す。もう一つは，そんな授業では差別はなくならないからです。そんな授業しても差別はなくな

りません。

理由を説明します。本当に五寸四方の皮を胸につけよと命じられて，大洲藩の被差別民はその

法令を守っていたかどうかです。差別法令というのは，特に禁止法令というのは出さなければい

けない実態があったから出されたんです。まず実態があってそれから法令が出されるんです。わ

かりやすく言います。生徒が廊下を走ります。それに対して「廊下を走るな」と言います。だか

ら，「廊下を走るな」という命令は生徒が廊下を走っているという実態があったから出されたん

です。ということは，「五寸四方の皮をつけよ」は，五寸四方の皮をつけなければならないほど，

えた身分の人々と百姓や町人身分などの人々との生活がほとんど変わらないという実態があると

いうことです。見た目では生活実態の違いがわからないんです。だから，区別をつけなければな

らない。見た目で身分が明確に＜分け隔てる＞ことができるように「つけろ」と命じたのです。

江戸時代の身分制度の原則は，＜身分相応＞です。身分によってすべてが規定されている。身分

に応じた生活を各人が守ることで政治や社会が安定している社会です。その身分が揺らいできた。

身分相応の原則が崩れてきた。特に被差別身分の人々が他の身分と＜紛れる・見分けができない

＞ような生活をするようになってきた。だから，身分を固定化・明確にさせる必要が生まれたの

です。江戸時代の，いわゆる差別法令のほとんどが，そのような意図（目的）で出されています。

もう１点は，この差別法令は１回だけ出されたのではないんです。何回も繰り返して出されて

います。愛媛県の史料を調べてみると，６回から８回ぐらい出されています。最初に出されたの

は，１７９８年に出されました。一番最後は１８１８年に出されています。しかもよくそれぞれ

の法令を読んでみると，こういう法令が多いことがわかりました。この法令が，例えば１９００

年に最初に出されたとします。今，１９９５年としましょう。そうしたら，１９９５年の法令に

はどう書いてあるかというと，１９００年に出された法令を守りなさいと書かれてあります。こ

れはどういうことかわかりますか。実態において，守られていないから，また繰り返し出される

んです。つまり，えた身分の者は五寸四方の皮をつけよと命じられても，守っていないんですよ。

守ってないから繰り返し，繰り返し出されるんです。そして一番最後の法令にはどのように書か

れているかというと，「皮を目立つところに付けなさい」です。どういうことでしょうか。

本校の生徒は名札をポケットにつけているんですけれども，幾人かはポケットの上にピンで止

めています。彼らは，いつもはポケットを隠すように名札を出しているのですけど，校外に出て

行く時は，ポケットの中に名札を隠すんですよ。どこの学校の生徒か，誰かがわからないように

するわけです。これは，どういうことでしょうか。先の法令と同じだと思うんです。えた身分の

人々は「皮つけろ，皮つけろとうるさいなあ。」「まあええか，わからんところにつけておけば

いいか。」ということで，着物の裏側でもいいや。背中のわからんところでもいいや。実態は，

そんな感じであったのではないでしょうか。そのような実態があるから，「そんなことしないで

ちゃんと胸に名札をつけなさい」と同じように「目立つところに皮をつけなさい」となったんじ

ゃないでしょうか。差別法令を一面的に読み込んでいくことが，どれだけマイナス的な意識を植

え付けていくかということですね。その史料をここに載せています。参考にしてください。

同じようなことですが，こんな授業をされた先生もおられます。ちょっと話が飛ぶかもしれま

せんけれども，ある時私の友人から急な電話がありました。このようなことがあったそうです。

参観日で部落のとうちゃんやかあちゃんがいます。部落の子どももいます。若い社会科の先生が

江戸時代の身分制度について授業をしました。被差別身分の説明を一生懸命に授業をしました。

最初に私が申し上げましたように，部落の説明を教科書に則って，あるいは他の史料も用意して

差別の厳しさを羅列する授業だったそうです。そして，最後にこう言ったそうです。「もし，君

らがえた身分やったらどう思う。」生徒が一人手をあげて，発言をしました。「先生，そんなの



決まっとらあ，自殺するわ」と発言したそうです。「もし君がえた身分だったら。」どうしてそ

んな問いかけをするんでしょうか。意味のない問いかけは止めましょう。無理矢理に相手の立場

に立たせても，子どもはそれこそその場限りの教師に気に入られる発言をします。でも，本当の

思いは先の生徒の発言と同じでしょう。マイナスイメージの刷り込みです。

同じような授業をもう一つ話をしておきたいと思います。後で話をしようと思っていたことな

んですけれども，関連が少しありますので，話をしておきます。後で「近世政治起源説」がいか

に間違っているかという話もしますが，江戸時代の百姓が貧しいんだということで，こんな授業

をされた先生が実際におられます。どんな授業かといいますと，小学校の先生で，授業のテーマ

は江戸時代の農民の暮らしです。題材は「慶安の御触書」です。まず，私は「慶安の御触書」は

存在しないと思っていますが，その説明は時間がないのでしません。「慶安の御触書」の中に「百

姓は米を食うな」「ヒエ，アワを食べなさい」と書かれています。この史料を忠実に守って，彼

は授業をしました。もし史実が正しければ，画期的な授業だったと思うのですが，教卓の上に電

子レンジを置きます。彼はヒエ・アワを探しました。ところがヒエ・アワがなかなか見つからな

い。そこでペットショップにかけこんで，小鳥の餌を買ってきた。その小鳥の餌を皿の中に入れ

て，水でかき回して，電子レンジに入れてチンさせたんです。出してきたそれを生徒たちに食べ

させて，こう言った。「江戸時代の農民はね，米を食べられなかったからな，こんなものを食べ

ていたんだよ」と。さらに続けて，彼はこう言ったそうです。「百姓はこんなものしか食べられ

なかった。でも，えた身分の人々は百姓よりももっと貧しい生活をしていたから，もっとひどい

ものを食べていたんだ。」と。これは研究授業ですよ。皆さんどう思われますか。私はこう思い

ます。授業というのは，目的があって内容があるんです。２学期になったから「渋染一揆」の授

業をしなければいけない。ページがここまで進んだから社会科の身分制度の授業をしなければい

けない。そんな意識で部落問題の授業をやっていて，いったい何が生まれるでしょうか。教育と

いうのはまず目的がある。私は現在３年生の担任をしています。私は私のクラスの子どもたちに

何を伝えたいのか。子どもたちにとって何が必要か。まず，生徒の実態を考えます。次に，子ど

もたちと語り合うために必要な内容を考えます。そして，授業を組み立てていきます。私は３年

生を２クラス，２年生と１年生を２クラスの授業を持っています。全部で４クラス持っているの

ですけど，同じ授業はしません。なぜならＡ組とＢ組は生徒の実態が違うからです。当然，教材

も変えます。社会科で教える時にもそのようにしています。

１０ 近世政治起源説とは

レジュメの３ページです。「近世政治起源説」の話をします。武士がいます。幕府や藩でもい

いんですけど，武士は働きません。農民（ここは本当は農民ではないんです。百姓とすべきなん

ですが…このことも時間があれば説明します）が武士に年貢を出します。武士は農民からの年貢

によって生活をしています。武士がいい暮らしをしようと思えば，年貢をたくさん手に入れれば

いい暮らしができる。当然，年貢をたくさん取ろうと思って，厳しい支配をしていきます。「き

びしい」という言葉にも問題があって，私は授業では「きびしい」という言葉はできるだけ使わ

ないようにしています。多くの先生方は，何でも「きびしい差別」，「きびしい身分制度」，一方

的にきびしいきびしいと教科書に従って語っています。でも，本当にきびしかったんでしょうか。

これは私の大きな疑問なんです。きびしいと感じているのは現在の私たちが現在の価値観・社会

観で感じているのであって，その当時の人々は何をきびしいと感じていたのでしょうか。

このことについて，例えば「渋染一揆」を例に説明します。「渋染一揆」で「別段御触書」と
べつだんおふれがき

いうことで５か条が出さたと言われています。えた身分の人々はこの「別段御触書」に対して

「嘆願書」を出します。５か条が出されたということは５項目の差別法令の内容があるわけです。
たんがんしょ

５つの内容について「お前たちは守れ！」と出されたわけです。それに対して「嘆願書」を書き

ます。その「嘆願書」の中の項目はたった１つだけなんです。「渋染，藍染めの服だけは勘弁し

てください」というこれだけなんです。５つ出されて，１つしか「嘆願書」には書いてないんで

す。残りの４つはどこにいったのですか。「別段御触書」の残りの４つにはこのような内容もあ

ります。例えば，「百姓に出会ったら，下駄を脱いで土下座をしなさい」ですが，このことは彼



らにとってはきびしい差別と思っていないのです。「そのくらいは」と思っているのです。どう

してでしょうか。江戸時代においては，目上の者と出会ったときには土下座するのは当然のルー

ルです。将軍に会ったら，大名でもみんな土下座しますよね。「百姓に土下座してあいさつする

くらいは，まあ我慢できるわ。」と，それほどきびしく感じていないんです。だから書く必要が

ないんです。寄合のときにも話題にさえなっていません。

私は差別というのは，相対的な差別と絶対的な差別があると思います。それにもかかわらず，

現代の価値観で，教科書などに書いてあることを一様にきびしいんですよと教師が生徒に押し付

けてしまっているのではないでしょうか。差別の実態をきびしいかきびしくないか，それを判断

するのは生徒に委ねたらいいじゃないですか。生徒に判断させたらいいんじゃないですか。そう

思います。ここでは，きびしい支配という言い方を敢えてしておきます。話を戻します。

ここまでくるとわかりますね。農民は年貢をたくさん取られます。そうすると当然，農民は不

平や不満を持ちます。不平や不満を持ったら，そしてそれが爆発したら，何になるかというと百

姓一揆ですね。百姓一揆を起こされたら困る。そこで，この不平や不満をそらす必要が出てきま

す。あるいは団結させたくない，分断支配といいます。そのためにどうするんですか。農民より

もさらに低い身分としての「えた・ひにん身分」を，幕府や藩が作ったのです。これがいわゆる

「近世政治起源説」です。

１１ 貧農史観の見直し

この「近世政治起源説」がおかしい根拠はたくさんあります。一番単純な方法で皆さんに説明

をします。この「近世政治起源説」というのは，たった一つの条件によって存在しているからで

す。その条件とは何か。それは「貧農史観」です。＜農民は貧しい＞という前提条件によっての

み成り立つのが「近世政治起源説」です。つまり，農民はいつも不平や不満を持っている，武士

にきびしく支配されている，かわいそうで，みじめで，貧困な存在なんです。それが農民なんだ

という価値観や考え方がこの「近世政治起源説」を支えているわけです。農民がえた・ひにんに

対して，武士から言われるんです。「お前らはまだましだ。あいつらよりはましやろう。」とい

うように，優越感を抱かせて不平や不満をそらしている。これが「近世政治起源説」ですね。

もし，農民が貧しくなかったらどうでしょうか。農民が貧しくなくて，不平や不満を持ってい

なかったら，そらす必要はないんです。そらす必要がなければ，当然，えた・ひにん身分を作る

必要性もなくなる。必然性もなくなる。ですから「近世政治起源説」というのは貧農史観によっ

て支えられている考え方なんです。みんさんはどうですか。江戸時代の農民に対して，どのよう

なイメージをもっておられますか。貧しい農民というイメージを持ってはいないでしょうか。米

も食べれない，飢饉に苦しんでいる貧しく，常に不平や不満をもって，えたやひにん身分の人々

を差別している，このように思っていませんか。特に，あの「慶安の御触書」の言葉を見ると，

いかに農民が苦しく貧しくつらい生活をしていたかと思ってしまいますよね。教科書もそのよう

に書かれています。本当でしょうか。今，部落史の見直しと同時に，この貧農史観自体が大きく

見直されてきています。時間があまりないので，ここでは貧農史観がまちがいである根拠をいく

つか話をしておきます。

私は江戸時代の農民，百姓ですが，決して貧しいとは思ってはいません。まず，先ほどの米の

話からしていきましょう。江戸時代の農民は米を食べられないくらい年貢をたくさん搾り取られ

ていたのでしょうか。確かにそういう言葉もいくつか残っています。徳川家康の「百姓は死なぬ

ように生きぬように」という言葉もあります。ところが，家康は別の文書の中でこう言っていま

す。「百姓をむざむざ殺すな」と。つまり，百姓をもっと大事にしなさいということです。岡山

藩の藩主，池田の殿様も同じようなことを言っています。

米の話をしましょう。今から１０年くらい前，米が取れなくて大騒ぎをしたことがありました

ね。皆さん，覚えておられますか。その時の作況指数はいくらぐらいだったと思われますか。作

況指数は１００が基準ですね。手を挙げてください。９０ぐらい。８０ぐらい。７０ぐらい。６

０ぐらい。５０以下。正解は７３です。だから，例年に比べて３割くらい米が取れなかったんで

すね。私は生徒に聞きます。「この年，餓死した人は新聞に載っていましたか。だれも餓死して



ないですね。何ででしょう。米が３割も取れない不作なのに，何でだれ一人として餓死してない

んでしょう。」生徒はすぐに答えます。「先生，そんなの当たり前やん。別に米がなくてもパン

があるし，スパゲッテイがあるし，ラーメンだってある。別に米を食べなくても生きていけるよ。」

確かにそうですね。江戸時代に天保の飢饉がおこりました。２００万人とも３００万人ともいわ

れる人々が餓死したと言われています。その時の作況指数はいくらでしょうか。また，手を挙げ

てみてください。９０ぐらい。８０ぐらい。７０ぐらい。６０ぐらい。５０以下。ありがとうご

ざいます。正解を言います。正解は９０です。作況指数は９０なんです。１割しか例年より米が

取れていないだけなんです。でも，多くの人が餓死したと史料にあります。このことから何がわ

かりますか。江戸時代は鎖国ですよ。米は輸入できません。当然ラーメンはありませんよ。そこ

から考えた時に，では江戸時代の農民は何を食べていたのか。米を食べていたから，米がわずか

１０％なくなっただけで餓死しないといけなくなる。それなら，ヒエ・アワを食べたらいいじゃ

ないか。考えてみてください。米をたくさん作れといっていて，そんなにヒエ・アワを作ってい

たでしょうか。日ごろ米を食べているのにヒエ・アワを作っているでしょうか。ヒエ・アワを作

るよりはお金になる商品作物を作るほうがよほどいいじゃないですか。当時，ヒエ・アワなんか

商品作物としての価値はないですよ。

もう別の側面から話をしましょう。江戸時代の価値基準をすこし話をします。米一石は１５０

ｋｇぐらいといわれています。その米一石を一両と考えています。一両は，今のお金の単位とな

かなか合わせにくいんですけど，だいたい今で８万円から１０万円ぐらいかな。一両あれば一年

間，大人が食べていける価値だと思ってください。江戸時代，どのくらいの米が取れていたでし

ょうか。約３０００万石です。人間は何人いたかというと約３０００万人です。武士が約一割と

しましょう。すべて農民から年貢を搾り取っていました。農民が米を全然食べていませんでした。

一割の３００万人の人間が３０００万石の米を食べます。ということは一年間にいくらの米を食

べるでしょうか。一年間に１５００ｋｇの米を食べるんですよ。皆さん，食べられますか。では，

余った米はどうするんですか。毎年毎年米を作るんですよ。余った米はどうするんでしょうか。

そう考えたら，みんなが作ったものをそれなりに食べていたんではないでしょうか。時間が厳し

いみたいなんで，また別の話に移っていきます。

１２ 百姓一揆の実像

社会科の先生は，このようなグラフを見たことあると思うんですよ。江戸時代の百姓一揆の発

生件数のグラフです。これは打ちこわしですね。棒グラフが打ちこわし。折れ線グラフが百姓一

揆の件数ですね。このあたりに，飢饉の名前があります。三大改革なんかもこのあたりにある。

これは教科書に必ず載っています。社会科の教員はこういう授業をするんですね。「見てみなさ

い。飢饉の後には百姓一揆が起こっているだろう。これだけ，江戸時代の農民はきびしい支配を

受けていたし，生活も苦しかったから，飢饉が起きた時に耐えられないから一揆を起こしたんだ

ぞ。」あるいは，「グラフを見てみろ。百姓一揆がこんなにも起こっているのだぞ。だから江戸

時代の農民はきびしい支配を受けて，がまんしてがまんして，でもがまんできなくなって立ち上

がったんだぞ。」一番多く百姓一揆が起こったところの件数がわかりますか。社会科の先生知っ

ておられますか。必ず教科書に出てますよ。でもこの件数を考えもしないで授業をしているんで

しょうね。一度，教科書を開けて見てみてください。だいたい８０から多くて１００ですね。平

均すると２０から３０くらいですね。そんな多くないですよ。教科書の百姓一揆のグラフは，青

木虹二さんという方の『百姓一揆の研究』という本をベースに作られたものです。青木さんは全

国各地で起こった百姓一揆を研究されました。この本を読むと江戸時代には全部で３２００件ぐ

らい百姓一揆が起きたと書いてある。これはすごい数だということになる。でも，この３２００

というのは分数の分子なんです。つまり，江戸時代は約２６０年間続いているのです。日本全国

にいくらの藩があったでしょうか。約３００の藩があったと言われています。計算してみてくだ

さい。一年間で一つの藩でどれだけの一揆がおこるでしょうか。そんなに一揆は起きていないん

ですよ。

それから，一揆というとムシロ旗を上げて，そして竹槍を持って行くのが一揆だと，これもわ

れわれのイメージです。実態はどうでしょうか。ほとんどが「逃散」といって逃げ出すか，ある



いは「強訴」といって嘆願書を持って役人のところに抗議に行く。しかも，この嘆願書のほとん
たんがんしょ たんがんしょ

どは確かに年貢を下げてくれという項目は書いているのですが，これは常套手段ですね。一番一

揆の原因となったものは何か。それはよく時代劇に出てくるような悪代官がたくさんいたんです。

その悪代官を辞めさせてくれという，これが一揆の目的の一番大きいものです。だから今も昔も

変わらないですね。今も昔も庶民は政治家に苦しんでいるです。では，具体的に百姓一揆の件数

のなかで，武力衝突の一揆の件数はいくらだったでしょうか。それは３２００件のうちの７８件

です。この７８件が義民一揆とか言われているのです。それを考えた時に江戸時代の農民や百姓

がそんなに生活が苦しくて幕府や藩，役人に反発していたのでしょうか。同じようなグラフが明

治になって出てきます。社会科の先生はご存知だと思いますが，明治になって農民の新政府への

反発ということで暴動おこります。それがグラフになって教科書にも載っています。新政反対一

揆ですね。明治になってわずか２５年から３０年の間にものすごい数の農民の暴動がおこってい

るんです。それこそ一年間に１００から１５０くらいの暴動が全国各地で広範囲におこっていま

す。どうして江戸時代に百姓一揆がそんなにも起こらないで，明治になってこんなに多くの暴動

が起こるんでしょうか。しかも，明治になって起こった暴動の要求項目の第一番目は何でしょう

か。それは江戸時代に戻せです。筑前竹槍一揆の要求項目の中にも以前の殿様に戻してほしいと

いう項目が入っています。われわれは特定の歴史観によって一面的に解釈され固定化された歴史

概念にとらわれてきたのではないでしょうか。その歴史概念の先に被差別民の存在があったので

はないでしょうか。一面的な歴史概念から史実を解釈することの問題性こそを問わなければなり

ません。

同様のことが，江戸時代の農民の年貢率にもあります。貧農史観からの解釈です。年貢率が五

公五民から六公四民になり，そして七公三民になっていく，教科書にそのように書かれています。

でも，私はいまだかつて今日から五公五民を六公四民にしますという法令が書かれている古文書

を見たことがありません。みなさんは見たことがありますか。教科書に書いてあるだけですよね。

先ほど「慶安の御触書」は存在しないと私は言いました。やがては学説となって教科書から「慶

安の御触書」は消えていくと思っています。同じように五公五民や六公四民も実態と違うという

ことで変わっていくと思います。江戸時代の農民の負担はどのくらいだったのでしょうか。だい

たい３割程度だと考えています。ですから，農民の生活は従来言われてきたほどには苦しくはな

かったのではないでしょうか。そして，もうひとつ朝から晩までほんとうに農民は働いていたの

でしょうか。江戸時代の農民の生活の様子を見ますと，だいたい一年間に農閑期として４０日か

ら８０日くらいの自由な休みの日がありました。その休みの日には何をやっているのでしょうか。

村祭りの準備をしたり，村芝居の準備をしたり，伊勢参りに出かけたりしているわけでしょう。

１３ 農民は無学文盲だったのか。

農民は「無学文盲」だったのでしょうか，という話をします。江戸時代の識字率はだいたい８

０％ぐらいです。なぜでしょう。江戸時代に携帯電話はないです。何で連絡取るんですか。文書

でしょう。幕府や藩からの文書，代官所からの文書はどういう形で伝わっていくのかというと，

まず最初の役所が文書を出します。次の役所や代官所がまったく同じ文書を書き写すんです。書

き写して，文書の下に「写」と書くんです。そして次に渡していく。そして次も同じように来た

文書を写す。そうやって記録を留めていくんです。江戸時代の命令はすべて文書でだされていく

のです。もし読み書きを百姓や町人ができなかったら日常生活はできないし，読めない文書を出

すこともしません。時代劇でも立札を庶民が見ている場面がありますよね。文書読めないのに何

で立札を立てるんですか。おかしいでしょう。幕末にアメリカからペリーがやってきます。その

とき，ペリーはびっくりするんです。どうしてかというと，浦賀の漁村にも貸し本屋があるとい

うことに驚くんです。日本人の識字率に驚くんです。そういうことが史料として残っています。

ハリスが日本滞在中に書いた日記も本になっています。一度読んでみてください。部落の識字率

の話もしておきます。「渋染一揆」の原典史料である『禁服訟歎難訴記』という当時の記録があ
きんぷくしょうたんなんそき

ります。岡山の神下部落で判頭（部落の庄屋）をしていた豊五郎さんという方が書かれたもので，

渋染一揆資料館に複製本がありますし，実物は豊五郎さんの子孫が大事に保管されています。「渋

染一揆」が終わりました。終わった時に牢屋から釈放された自分の村の仲間から聞いた話をもと



に「渋染一揆」とはこんな出来事だったんだよ，と書き残したんです。その書き残したものがず

っと秘蔵されていたんです。それが渋染一揆百年祭というところで，はじめて公開されて，「渋

染一揆」が全国に広がっていったわけです。その豊五郎さんが書き記された実物（本物）を私は

見せてもらい，それをデジタルカメラで撮って，私が作った本の表紙にしています。この文字を

見てもらったらわかりますけど，すばらしい達筆です。この文字を見せるだけで子どもたちはび

っくりする。そこから授業を始めていきます。

しかし，ここで気をつけてください。よく部落史の見直しを実践された先生方の多くが，確か

に江戸時代の部落の方は貧しくなかった，悲惨な生活も送ってなかった，学問の力もあった，と

わかってくると，その史実をそのまま生徒に投げ入れてしまいます。マイナスのイメージを消す

ためにプラスのイメージを教えるわけです。でも，その結果として，子どもたちはどう思うでし

ょうか。「そうか～勉強できたんやね。そんなに貧しくなかったんやね。でも先生，彼らは差別

されたんやろ。」とこうなるんです。プラス・マイナス＝ゼロは数学の方程式であって，人間の

心理はそんなに単純ではありません。私はそのような授業はしません。私は子どもたちに「渋染

一揆」の史実を語りながら「何で彼らは学問の力を身につけていったんだろう。」「何でこんな

に読み書きができるような努力をしたんだろうか。」と問いかけていきます。

文字の読み書きは豊五郎さんだけが努力したのではありません。豊五郎さんは，自分の家の門

の横に部屋を作り，その部屋を寺子屋にして部落の子どもたちに手習いを教えていたんです。神

下村の教養館も，判頭の家があり，寺子屋もそこにありました。どうして彼らは村の子どもたち

に読み書きを教えていったのでしょうか。それは自分たちの子どもや孫に少しでも生活を豊かに

してあげたい，いい暮らしをさせてあげたい。そのためには農業だけでは食べれないんです。な

ぜなら，彼らの田畑は百姓の捨てた土地であったり買った土地で，生産性の低い農地です。です

から収入を補うために，商品作物を一生懸命に作っていくんです。『禁服訟歎難訴記』には次の

ような文章があります。「年貢を納めれない時にはわれわれは自分の着ている服を質屋に入れま

す。そして質屋から受け取ったお金でお米を買ってそれを年貢として払います。あるいは親戚に

お金を借りて借金をして払います。じゃその借金はどうやって返すのか。それはいつも以上に商

品作物を作ってお金を儲けてその借金を返していくんです。」という文面が出てきます。商品作

物を作ろうと思ったら何が必要なのですか。学問です。本を読んで商品作物の栽培方法などを学

ばなければなりません。勉強しなければいけないわけです。岡山のいくつかの被差別部落に実態

調査に入ったことがあります。蔵の中から出てきたのはたくさんの農学書でした。宮崎安貞の『農

業全書』などもありました。今，文部省が「生きる力」ということをいいます。本当の意味での

生きる力とは何でしょうか。生きる力となる学問や勉強とは何でしょうか。江戸時代の被差別身

分の人々は，自分たちの子どもや孫のために，少しでも生活を向上させるために学問を身につけ

ていったのではないでしょうか。私はそういう話を生徒にしていきます。ただ単に勉強できたん

だよ。学問の力があったんだよ。それだけではだめだと思うんです。なぜ彼らが学問を身につけ

たのか。なぜ彼らは経済力を身につけようとしたのか。そこをきちんと問うことが大切と思いま

す。被差別身分の人々の生き様や生活の実態を子どもたちと一緒に語り合って，今君たちはお父

さんやお母さんのどんな思いの中で育っているのかと考えさせる。何を目的で授業を構成してい

くかが大事なのです。部落史学習では，部落史の見直しの内容ではなく視点が問われているので

す。

「近世政治起源説」の誤りですが，他にもありますね。例えば，権力者が被差別身分をつくる

ことができたのか。つくっている文書は残っていません。ですから，当然つくっていないですよ

ね。ただ権力者が部落をつくったということを教えただけであれば，生徒はどういう反応を示す

でしょうか。「先生，誰が部落にされたのと，犯人探しになってしまうんです。そして部落に生

まれた子どもたちは，そういう授業を聞くのは苦痛以外の何者でもない思いをもち，下を向くの

です。

数年前，愛媛県の新居浜に講演を頼まれて行きました。私を呼んだ先生がどうしても部落の女

の子と私を出会わせたいから一時間早く来てくれというので早めに行きました。その子は私を見

るなり，「先生，本当のことを教えてください。私は小学校５年生の時に学校の先生から犯罪者

が部落にさせられたんだと教えられたんです。それ以来，学校の同和教育の授業，社会科の身分



制度の授業，いやでいやでたまらなかった。また，私の祖先の悪口や。また，私の祖先の犯罪者

の話や。私は本当に犯罪者の子孫なんですか。」と問うてきたんです。

徳島県の吉野町は住民の６割が部落の方で，すごく多いんです。そこにも何回も行っているの

ですけど，部落のお母さん方の勉強会で講演した後，あるお母さんが私のところに来て言いまし

た。「先生，私の連れ合いは，テレビで徳川に関係するものが出るとテレビをブツと切って，小

学生の息子にこいつらが俺たちを苦しめた張本人やぞと言うんです。先生，うちの連れ合いに会

ってちゃんと話をしてくれませんか」と。「近世政治起源説」にそって権力者が部落を作ったと

いう考えが，一方では部落外の子どもたちには自分とは関係ないことだと思わせ，部落の子ども

たちには自分の祖先に誇りをもつことができないと思わせている。そのような授業実践になって

いるんです。さらに，われわれ教師が，このような下の者の存在を強調した授業実践をすればす

るほど，人間というものは自分よりも弱い者，貧しい者，悲惨な者がいれば安心するんだ，優越

感を抱いて安心するんだ，そういう人間観，貧しい貧しい人間観を知らず知らずのうちに子ども

たちに伝えていることになっていませんか。人間はもっともっと素晴らしいものだと私は思って

いますし，思いたい。展望のある授業の根底には人間そのもへの信頼がなければいけません。

もっともっと皆さんに語りたいこと，話したいことがたくさんあります。また機会があれば話

をしたいんですけれども，部落史の見直しについて私なりの視点で本を書きました。今日持って

きているこの本です。この本の中に，今日話をした部落史の見直し，私が考えた新しい視点，例

えば「士農工商えたひにん」というような身分制度はなかった，江戸時代に農民という身分はな

かった，江戸時代の差別というのは上下の差別ではなく，排除の差別である，そして差別の本質

は人間を人間と見なさないことだなど，みなさんにいっぱい語りたいことがあります。時間がな

くて残念です。この本の中に詳しく書いています。今日言いたかったことを書いています。実際

に授業をした指導案，授業の細案，それから史料，小学校・中学校・高等学校の実践資料も載せ

ています。もしよかったら読んでみてください。

私の「渋染一揆」の授業後に生徒が書いた感想文も載せています。ちょっと紹介します。「私

たちは渋染一揆を起こして，差別の強めるような法令をなくしてくれた人たちにすごく感謝しな

ければいけないと思う。もし差別がどんどん強まっていくままだったら，今の私たちの豊かな暮

らしはできていないかもしれない。それに差別がどんなに悲しいものかそれを命を懸けてでもな

くしていかないといけないほどたいへんなものかを教えてくれたからだ。私たちはいずれ差別に

必ず出会うと思う，その時にそれはいけないときちんと言えるようになっていかないといけない

と思う。だから今のこの学習を大切にしたい。」

部落の子の授業感想を紹介します。「えた身分の人たちがケガレていることは大きな間違いだ

と思う。間違っているのは百姓の方だと思う。もし江戸時代に差別がいけないという考えがある

のなら，身分制度は無くなっていただろうし，牢屋で死ぬ人もいなかっただろう。これから私た

ちにできることは，渋染一揆だけではなく，他の差別も学習し，間違った考えを完全になくして

いくことだと思います。きっとやりとげたいです。」

このような生徒の感想をもとに，またそれを生徒に返していく授業を私は大事にしています。

今日，私が一番伝えたかったことを言います。部落史学習において大切なのは，史実を教える

ことではなくて，部落史から何を学ぶかという視点です。被差別身分への差別を彼らはどのよう

に受けとめ，どのように克服していったのか。被差別身分の人々の生き様を学ぶことでわれわれ

が我々自身の生き様を問い直していく，これが私の求め続けている部落史学習です。

１４ おわりに

終わりの時間になりました。落語家の露の新治さんがこういう小噺されました。「同和教育と

かけて喫茶店ととく。その心は，まずは自ら(水から）。」ということで，最後に私自身のことを

語ります。

私は私の父の仕事を語ることができませんでした。私の父は，ゴミ取りをしていました。父の



仕事を尋ねられるたびに，「公務員です。市役所に勤めています。」と答えていました。でも本

当は市役所の衛生課に勤め，ゴミ取りをしていました。小学生の時，友達と学校から帰っていた

ときのことです。急に友達が鼻をつまんで臭いと言う。そして一目散に走り出し，私の方を振り

向きながら「孝志ちゃん，臭いだろう。早く帰ろう」って，大きな声で呼びかけました。私の目

線の前に，生ゴミの袋を手に持ち，破れた袋から流れ出た汚い液体を体に浴び，黙々とゴミを片

付けている父の姿がありました。ほんとうに一生懸命働く父でした。でも，私はその父を汚いも

のでも見るように遠ざけ，友達と一緒に逃げて帰りました。そして家に帰り，母に「何で親父は

あんな仕事しとんねん。」と詰ったのです。母は，その時静かに父の話をしてくれました。私は

生まれつき体が病弱で，医者に生まれて三日目に死ぬと言われた子どもだったそうです。父は家

から遠くに勤めていた会社を辞め，ゴミ取りになりました。幸い父のお陰で大学を卒業し，教師

になった後も，父の仕事を私は隠し続けました。教師という仕事とゴミ取りという仕事を比べ，

父の仕事を軽蔑し，人にゴミ取りの子と思われるのが嫌で，ひた隠しに生きてきました。父を見

下し蔑んでいた私こそが差別者でした。しかし，私は同和教育に出会って，そして気がついたん

です。真の解放というのは，私自身の中にある差別意識やこだわりをなくしていくこと。同和教

育は自らの心にある差別意識やこだわりから解放されるための教育であることを知り，私ははじ

めて父の思いに触れました。歳を取っていく父を見ながら，私は何と親不孝な息子だろうと思い

ます。その父を誇りに思い，ひたすら働き続ける父を見守ってきた母の姿が，今の私を支えてく

れていると思っています。私が人生をかけて差別と闘っていこうと決意した原点は，父の姿であ

り母の愛情です。そして，同和教育との出会いです。部落のとうちゃん，かあちゃん，そしてわ

れわれは，すべて尊敬すべき同じ人間です。江戸時代の被差別身分の人々が差別の中を生き抜き，

「渋染一揆」を闘った人々がなぜ立ち上がったかを学ぶ中で，せめて子どもには，せめて孫には

という思いがあったからだと気づきました。彼らの姿に父と母の姿が重なったのです。人間は幸

せになるために生まれてきたんだという真実を子どもたちと語り合っていくことができる教師と

いう職業，そして同和教育に関わっていくことを私は誇りに思い，父と母に感謝します。最後に

私の母が大好きだった歌を聞いていただき，講演を終わりたいと思います。

「ヨイトマケの歌」

とうちゃんのためならエーンヤコーラー

かあちゃんのためならエーンヤーコラー

もうひとつおまけにエーンヤーコラー

今も聞こえるヨイトマケの歌

今も聞こえるあの子守唄

工事現場の昼休み

タバコふかして目を閉じりゃ

聞こえてくるあの歌が

働く土方のあの歌が

貧しい土方のあの歌が

子どもの頃に小学校で

ヨイトマケの子ども汚い子どもと

いじめ抜かれてはやされて

悔し涙にくれながら

泣いて帰った道すがら

かあちゃんの働くとこを見た

かあちゃんの働くとこを見た

姉さんかぶりで泥にまみれて

日に焼けながら汗を流して



男に混じって綱を引き

天に向かって声あげて

力の限り歌ってた

かあちゃんの歌こそ世界一

かあちゃんの歌こそ世界一

終わりたいと思います。ご静聴ありがとうございました。

（２００１年 ８月８日 佐賀市文化会館にて収録）


